
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清潔な水は貧困の循環を断切る 
 
大学卒業後 YMCA で 20 年ほど

働き退職、その頃 LIFE の前身団体

が主催するインドでの井戸掘りのワ

ークキャンプを新聞で知り、ボラン

ティアとして参加しました。その時

は深く考えて参加したわけではな

く、「井戸掘りってなんだかおもし

ろそうだな」くらいの気持ちでした。 

1993年2月に訪れたインド中部

マハーラーシュトラ州の農村の人

は、清潔とは言えない池や川の水を

飲んで生活をし、学業や仕事に支障

の出る状態でした。「井戸を掘り、

清潔な水が出て、健康が保たれれば

…。」そう感じました。 

帰国後、すぐに LIFE に入ったの

ではなく、その後 3 年間は開発教育

に携わりました。その間に途上国の

開発問題と日本の学びがどこかで結

びついているのではないか、NGO

の中で開発教育をするのは大事では

ないかと思うようになり、「LIFE で

そういうことができるかもしれな

い。」という思いからスタッフとな

りました。 
 

 国際ボランティアの魅力とは                  
 
日本にいるとなかなか見えないこ

とが海外に行くことで見えてくるも

のです。短い時間であっても自分を

客観視でき、自分の中にひっかかり

が生まれてきます。別の言葉で言う

と「問題意識」ですね。現地のもの

の見方とか、自分自身をどう捉えて

いけばよいのかなど、いろいろな人

とコミュニケーションをとりながら

自分の気持ちの中にストンと落ちる

ものを見つけられる場は、無形の財

産です。海外ボランティアに行きた

くなる気持ちの原点だと思います。 
 

 活動を知ってもらうきっかけ     
 
海外でのワークキャンプなどの

他、国内ではきっかけづくりとして

アースデイ東京、グローバルフェス

タに参加しています。イベントは、

①ボランティアの場を提供する 

②LIFE の事を知ってもらう③支援

者になって頂くことを目的としてい

ます。また、ちよだボランティアセ

ンター主催の区内学生向け「夏休み

体験ボランティア」の協力も行って

います。いずれもボランティア・イ

ンターンの皆さんが準備していま

す。 
 

これから取り組みたいこと    
 
国際協力の人材育成講座をやって

みたいですね。それと BOP（Base 

of the pyramid=途上国の貧困層）

ビジネスの開拓とその可能性の周

知。社会問題の解決には貧困層の自

立を尊重した解決が必須です。 

よねやま・としひろさん 
 

1996 年から LIFE のス

タッフとなった、自称「ツ

アーのソムリエ」。海外・

国内活動ともに LIFE を

支える頼れる事務局長。

趣味は山登り、サッカー

観戦、読書（歴史物、藤

沢周平作品）、そしてた

だいま四国遍路中。 

 

特定非営利活動法人 

地球の友と歩む会／LIFE  
 
インドとインドネシアの農村部を中心とし

て女性の自立支援、子どもの補習クラス運

営、また植林や農業の復興支援を現地にあ

る団体と協力しておこなっています。 

国内では、国際理解教育を学校や自治

体に向けてセミナーやワークショップ形式を

おこなっています。  
【参加してみませんか?】 

・切手仕分け隊 

・データ入力や資料作成などの事務局 

ボランティア 

・イベントの企画、運営       etc... 

気軽にお問い合わせください。 

住所：千代田区富士見 2-2-2 

東京三和ビル 501 号 

TEL：03-3261-7855 

Mail：life@earth.email.ne.jp 

URL http://www.ne.jp/asahi/life/home/ 
Earth Day Tokyo やグローバルフェ

スタは多くの方に活動を知って頂くチ

ャンス。 

「夏休み体験ボランティア in ちよだ」

では、異文化体験！インドのサリーをみ

んなで試着しました。 


